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［休館日］
月曜日、5/7（水）、7/22（火）、9/16（火）、10/14（火）、11/4（火）
※ただし、祝日の5/5（月）、7/21（月）、8/11（月）、9/15（月）、10/13（月）、11/3（月）、
　および4/28（月）、8/12（火）は開館

［開館時間］
午前9時30分～午後5時（入館は午後４時30分まで）

［入館料］
一般2,000（1,800）円、高校生・大学生800（７00）円
※(　)内は20名以上の団体料金
※中学生以下、障がい者手帳などをお持ちの方(介護者1名を含む)、
　大阪市内在住の65歳以上の方（要証明）は無料
※上記の料金で館内の展示すべてをご覧いただけます

［主催］大阪市立東洋陶磁美術館
［共催］産経新聞社

Special Exhibition

CELADON
The Luminous 
Jade-Green Ware 
from East Asia
2025
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国宝 飛青磁花生（とびせいじはないけ）
元・14世紀　龍泉窯　
大阪市立東洋陶磁美術館（住友グループ寄贈／安宅コレクション）
写真：六田知弘

CELA DONCELA DON



1．記念講演会
   「国宝《飛青磁花生》の世界とその魅力」　
   小林仁（当館 学芸課長代理）
   2025年5月10日（土） 午後2時～3時30分

特別展示
1. 国宝「油滴天目茶碗」（展示ロビー1）
2. 「青花虎鵲文壺」（展示ロビー2）

関連プログラム

同時開催

2．「いまこそ聞きたい」シリーズ講座
   各テーマをわかりやすく解説する初心者向けの講座です
   いずれも午後2時～3時30分
     ● 2025年5月24日（土） 「青磁ってなに？ 中国編」 小林仁（当館 学芸課長代理）
     ● 2025年7月12日（土） 「青磁ってなに？ 韓国編」 宮﨑慎一郎（当館 学芸員）
     ● 2025年9月20日（土） 「青磁ってなに？ 日本編」 梶山博史（当館 学芸課長代理）
     ● 2025年11月8日（土） 「鼻煙壺ってなに？」 陳彦如（当館 学芸員）

上記1・2とも参加費 500円（参加には別途入館料が必要です）
［会場］大阪市立東洋陶磁美術館 地下講堂
※事前申込制・先着順（定員45名）
※約1カ月前から詳細情報が公開されます
　当館ホームページのチケット購入画面からお申し込みください

コレクション展
● 「清廉尚白―安宅コレクション韓国陶磁」（展示4）
● 「純真之美―李秉昌コレクション韓国陶磁」（展示5）
● 「陶魂無比―日本陶磁コレクション」（展示6）
● 「喜土愛楽―現代陶芸コレクション」（展示8）
● 「中華瑰宝―安宅コレクション中国陶磁」（展示9）
● 「百鼻繚乱―沖正一郎コレクション鼻煙壺」（展示12）
● 「泥土不滅―現代陶芸コレクション」（展示13）
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MOCOコレクションを代表するお宝ベスト
20が特別展、特別展示、コレクション展で
ご覧いただけます
国宝 油滴天目茶碗（ゆてきてんもくちゃわん）　
南宋・12–13世紀　建窯
大阪市立東洋陶磁美術館（住友グループ寄贈／安宅コレクション）
写真：六田知弘

大阪・関西万博開催記念企画
大阪の宝
―MOCOの宝20選

び えん  こ

〒530-0005 大阪市北区中之島1-1-26
TEL 06-6223-0055（代表）  https://www.moco.or.jp
［アクセス］
●京阪中之島線「なにわ橋」駅下車すぐ
●Osaka Metro 御堂筋線・京阪本線「淀屋橋」駅から約400m
●Osaka Metro 堺筋線・京阪本線「北浜」駅から約400m

中
国
発
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れ
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